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1. はじめに 
 

1.1 上下水道とエネルギー 
 
上下水道事業は大量の電力エネルギーを利用することによ

って成立しているが，それは第一に水の輸送にかかわるポン

プ動力のために電力を消費すること，第二に水の処理のため

に必要なブロワやポンプのために電力を消費することによ

る。 
図 1.1.1 および図 1.1.2 は高さからの視点を重視した水道

システム及び下水道システムの概要である。水道システムは

水源地から得られた水道原水を浄水場まで輸送し，飲料水に

適合するまで処理した後に，家庭やオフィスなどのユーザー

まで輸送することにより整理しているが，水源からユーザー

までの行程差が十分であって重力エネルギーのみで輸送でき

るケースはそれほど多くなく，ほとんどの場合は図に示すよ

うにポンプによる揚水が必要となる。また，図のシステムで

は取水～浄水場までにおいて，十分に高低差を利用できてい

るものの，この導水の過程でポンプによる揚水が必要なケー

スは少なくない。 
下水道システムも同様に汚水および雨水のポンプアップが

ほぼ必須であるとともに，図では明確に示されていないもの

の，下水処理場における水処理に必要なブロワなどのための

電力も必要となる。以上のように，上下水道システムが大量

の電力を必要とするシステムであることから，省エネルギー

あるいは余剰なエネルギーの活用のための施策の実施とその

ための新たな技術革新が強く望まれている 
 

1.2 エネルギー活用への期待 
 

図 1.1.1 に示すように水道システムは，比較的高低差を有

効に活用しているものであるが，逆に取水～浄水場の間に余

剰な位置エネルギーが存在しているため，水力発電を行うこ

とによってエネルギー回収をすることも可能となることがわ

かる 
図 1.2.1 は都市における物質と水の代謝系と下水道の役割

を示したものである。都市に供給される水資源，食糧などを

はじめとする物質，燃料，電力などは都市に代謝されるが，

余剰な物質（生ごみなど）や下水道に排出される排泄物など

は，下水道システムによって回収された後に，下水処理場に

て処理されるものの，そこから生じる汚泥は依然として高い

エネルギーポテンシャルをもっており，発電などにエネルギ

ー活用をすることが可能となる。また，本書では触れないも

のの，下水に排出されるエネルギーを下水熱として回収して

融雪や冷暖房などに活用することも可能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1.2 下水道システムの概要 

Fig.1.1.2 Overview of sewage system 

図 1.1.1 水道システムの概要 

Fig.1.1.1 Overview of water system 
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